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那
彪
佳
の
日
常
生
活
と
戯
曲
緒
= 
崇
禎
十
七
年
(
一
六
四
四
)
三
月
十
九
日
、
島
市
禎
帝
が
北
京
の
煤
山
に
自
縫
し
て
明
朝
が
滅
亡
す
る
と
、
南
都
の
諸
臣
は
た
だ
ち
に
福
王
朱
由
桜
を
擁
立
し
南
京
に
新
た
な
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
。
し
か
し
翌
年
五
月
に
は
南
明
政
権
も
北
京
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
余
に
し
て
あ
え
な
く
瓦
解
す
る
。
当
時
、
退
隠
し
て
紹
興
に
あ
っ
た
榔
彪
佳
は
満
州
族
に
降
る
こ
と
会
潔
し
と
せ
ず
、
別
笠
の
池
中
に
端
坐
し
た
ま
ま
命
を
絶
っ
た
。
か
く
の
ご
と
く
明
朝
に
死
節
を
全
う
し
た
彪
佳
は
、
万
暦
=
一
十
年
ご
六
O
ニ
)
に
山
陰
の
梅
竪
に
生
ま
れ
た
。
字
は
弘
吉
、
ま
た
幼
文
、
号
は
世
階
。
天
啓
二
年
ご
六
二
二
)
、
一
一
十
一
歳
に
し
て
進
土
に
合
格
し
、
翌
年
、
福
建
の
興
化
府
推
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
崇
禎
元
年
(
一
六
二
八
)
十
一
月
一
目
、
父
親
の
承
燥
が
病
没
し
、
一
且
、
山
陰
に
帰
郷
す
る
。
服
喪
を
終
え
た
四
年
二
六
三
二
七
干艮
山
徹
ケ
月
二
十
八
日
に
は
再
び
入
京
し
、
福
建
監
察
御
史
の
任
を
授
か
る
。
六
年
(
一
六
三
三
)
コ
一
月
、
巡
按
蘇
松
に
転
じ
、
六
月
四
日
か
ら
任
地
常
熟
に
駐
し
た
。
翌
年
五
月
に
紹
興
に
帰
り
、
以
後
七
年
間
を
故
郷
で
過
ご
す
。
十
三
年
二
六
四
O
)
三
月
四
日
、
母
親
を
喪
う
。
十
五
年
二
六
回
二
)
九
月
、
河
南
道
事
と
し
て
復
{
目
し
た
け
れ
ど
も
、
型
年
十
月
に
は
三
た
び
紹
興
に
帰
っ
て
い
る
。
晶
君
禎
帝
が
自
ら
命
を
絶
っ
た
後
の
十
七
年
五
月
、
彪
佳
は
南
京
の
福
王
の
も
と
で
蘇
松
巡
撫
伎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
馬
土
英
や
院
大
鍬
ら
の
専
横
に
絶
望
し
十
一
月
に
は
罷
官
す
る
。
翌
弘
光
元
年
二
六
四
五
)
五
月
、
南
京
が
陥
落
し
て
清
軍
が
紹
興
に
も
迫
り
、
貝
勅
の
降
伏
勧
告
を
却
け
て
、
間
六
月
六
日
に
自
殺
し
た
。
さ
て
彪
佳
は
、
戯
曲
評
論
の
書
で
あ
る
『
遠
山
堂
曲
品
・
劇
品
』
に
よ
っ
て
夙
に
名
を
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
専
ら
該
蓄
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
評
論
書
と
し
て
は
呂
天
成
の
『
曲
品
』
を
上
回
る
四
六
七
種
の
伝
奇
、
二
四
二
種
の
雑
劇
に
対
し
て
論
評
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
既
に
侠
し
て
伝
わ
ら
な
い
戯
曲
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
既
存
の
戯
曲
目
を
補
完
し
得
る
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戯
曲
評
論
の
完
成
が
彼
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
の
全
貌
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彪
佳
に
は
蘇
武
の
故
事
を
題
材
に
し
た
『
全
節
記
』
な
る
戯
曲
の
実
作
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
戯
曲
は
既
に
失
わ
れ
て
伝
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
は
劇
作
家
と
し
て
の
一
面
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
引
に
に
彪
佳
は
『
郁
忠
敏
公
日
記
』
な
る
崇
禎
四
年
八
月
一
日
か
ら
削
死
の
二
日
前
の
弘
光
元
年
悶
六
月
四
日
ま
で
の
詳
密
を
極
め
た
日
記
し
げ
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
実
際
の
観
劇
や
、
劇
作
家
と
し
て
盛
名
付
を
馳
せ
た
人
々
と
の
交
遊
、
あ
る
い
は
詞
曲
書
の
購
求
な
ど
の
、
彼
糊
と
戯
曲
と
の
関
係
を
示
す
彪
大
な
記
事
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
と
本
稿
は
も
と
よ
り
彪
佳
と
い
う
一
人
の
土
大
夫
の
公
私
に
わ
た
る
掛
概
括
的
な
記
述
を
目
途
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
日
記
に
記
常
録
さ
れ
る
彼
の
日
常
生
活
の
実
態
に
基
づ
き
、
更
に
は
戯
曲
評
論
や
門口の
劇
作
の
存
在
も
考
慮
し
つ
つ
、
彼
の
生
活
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
を
雌
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
明
末
士
大
夫
の
生
郡
活
の
一
つ
の
典
型
を
示
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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観
劇
の
実
態
彪
佳
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
陶
爽
齢
は
、
『
詩
経
』
の
風
・
雅
・
煩
に
比
擬
し
な
が
ら
、
明
末
士
大
夫
の
日
常
生
活
に
お
け
る
戯
曲
上
演
の
場
を
「
慶
喜
之
事
」
「
家
庭
燕
会
」
「
朋
友
小
築
」
「
道
場
粛
醗
」
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
迎
合
し
た
演
目
を
次
の
よ
う
に
類
型
化
し
て
い
る
。余
れ
嘗
て
院
本
等
を
第
し
て
四
等
に
作
さ
ん
と
欲
す
。
『
四
喜
』
『
百
順
』
の
頒
は
頒
な
り
。
慶
喜
の
事
有
ら
ば
則
ち
之
れ
を
演
ず
。
『
五
倫
』
『
四
徳
』
『
香
護
』
『
還
術
』
等
は
大
雅
な
り
。
『
八
義
』
『
葛
衣
』
等
は
小
雅
な
り
。
尋
常
の
家
庭
の
燕
会
に
は
則
ち
之
れ
を
演
ず
。
『
拝
月
』
『
繍
儒
』
等
は
風
な
り
。
閑
庭
別
館
の
朋
友
の
小
泉
に
或
い
は
之
れ
を
演
ず
可
し
。
『
曇
花
』
『
長
生
』
『
郎
邪
』
『
南
府
』
の
類
に
至
り
て
は
之
れ
を
逸
品
と
諸
ふ
。
四
詩
的
外
に
在
り
て
は
、
禅
林
・
道
院
に
て
皆
な
搬
演
し
、
以
て
道
場
の
斎
耐
聞
の
事
に
代
ふ
可
し
。
若
し
夫
れ
『
西
崎
』
『
玉
務
』
等
の
諸
も
ろ
の
淫
燥
の
戯
は
、
玩
か
に
宜
し
く
放
絶
し
、
書
坊
に
刊
誌
閉
じ
、
州
制
ぐ
を
得
ず
、
優
人
に
禁
じ
て
学
ぶ
を
得
ざ
ら
し
む
べ
し
。
速
は
ば
則
ち
之
れ
を
痛
懲
す
る
も
亦
た
風
俗
を
厚
く
し
人
心
を
正
す
こ
と
の
一
助
な
ら
ん
。
(
『
小
柴
桑
哨
附
録
』
巻
上
)
こ
の
分
類
を
参
照
し
な
が
ら
、
実
際
に
彪
佳
が
い
か
な
る
場
で
戯
曲
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
を
日
記
に
徴
す
る
な
ら
ば
、
次
の
ご
と
き
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
朋
友
と
の
小
集
、
B
家
庭
で
の
宴
会
、
鹿
祝
の
た
め
の
宴
会
と
い
っ
た
通
常
の
場
に
お
け
日
る
純
粋
な
娯
楽
と
し
て
の
観
劇
、
野
神
酬
神
と
い
っ
た
宗
教
儀
礼
の
た
め
の
戯
曲
上
演
、
そ
し
て
村
落
で
の
観
劇
で
あ
る
。
ま
ず
朋
友
の
小
泉
の
場
、
あ
る
い
は
家
庭
で
の
宴
会
に
お
け
る
観
劇
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
日
記
全
体
を
通
じ
て
見
る
と
、
朋
友
と
の
酎
飲
の
場
や
家
庭
内
に
お
け
る
娯
楽
と
し
て
の
観
劇
は
延
べ
一
九
一
回
、
そ
の
う
ち
演
目
が
明
ら
か
な
も
の
は
一
O
一
栂
一
凹
四
回
に
及
ぶ
。
北
京
在
任
中
に
お
い
て
も
、
郷
里
紹
興
に
あ
る
時
も
同
様
で
あ
る
。
数
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
崇
禎
五
年
五
月
十
八
日
、
:
再
び
院
旭
背
・
波
若
何
の
席
に
赴
き
、
『
拝
月
劇
』
を
観
る
。
同
席
は
縫
天
山
柏
市
謝
象
一
ニ
・
銭
瑞
星
・
金
楚
腕
為
り
。
(
「
桜
北
冗
言
」
)
崇
被
六
年
正
月
二
十
七
日
、
:
之
れ
を
頃
く
に
し
て
李
玉
完
・
丁
印
趨
・
銭
瑞
E
・
呉
祖
州
・
王
銘
槌
倶
に
来
り
、
『
石
岡
山
花
記
』
を
観
る
。
(
「
役
南
地
記
」
)
崇
棋
八
年
九
月
初
二
目
、
飯
後
小
恕
し
、
出
で
て
数
刺
を
投
じ
、
玉
陪
元
に
昭
ふ
。
金
燈
腕
・
余
武
貞
の
酌
に
赴
く
。
同
席
は
邸
初
荏
為
り
。
『
麟
麟
記
』
を
観
る
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
崇
禎
十
年
九
月
初
九
日
、
-
少
頃
に
し
て
朱
茂
如
至
り
、
茶
し
罷
り
て
小
飯
し
、
坐
し
て
書
室
に
談
ず
。
先
づ
彼
戯
数
削
を
鋭
、
即
ち
堰
下
に
出
で
、
林
自
名
公
祖
の
至
る
を
遜
へ
、
酌
を
世
経
堂
に
挙
げ
、
『
驚
鴻
記
』
を
演
ず
。
(
「
山
居
拙
録
」
)
と
こ
ろ
で
万
暦
期
の
呂
天
成
は
『
曲
品
』
巻
下
の
冒
頭
に
お
い
て
、
戯
曲
の
演
目
を
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
其
の
門
数
を
括
れ
ば
、
大
約
六
有
り
。
一
に
白
く
「
忠
孝
」
、
一
に
目
く
「
節
義
」
、
一
に
回
く
「
風
情
」
、
一
に
白
く
「
豪
侠
」
、
一
に
白
く
「
功
名
」
、
一
に
日
く
「
仙
仏
」
。
こ
の
六
門
の
う
ち
風
情
・
豪
侠
・
仙
仏
類
は
そ
れ
ぞ
れ
別
起
の
主
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
忠
孝
・
節
義
・
功
名
の
三
種
類
は
、
忠
臣
孝
子
・
節
婦
義
夫
・
功
績
名
芦
と
い
う
公
的
に
称
揚
さ
れ
る
べ
き
主
題
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
一
括
し
て
考
、
え
る
も
の
と
す
る
。
さ
て
彪
佳
が
朋
友
の
小
泉
、
家
庭
の
宴
会
に
お
い
て
観
た
戯
曲
の
う
ち
、
情
節
が
明
ら
か
で
分
類
可
能
な
も
の
は
八
四
種
一
二
六
回
で
あ
り
、
こ
れ
に
先
の
呂
天
成
の
南
戯
六
門
を
適
用
し
て
分
類
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
忠
孝
類
十
三
種
十
七
回
節
義
類
l
二
一
種
三
回
風
情
類
四
四
極
六
七
回
豪
侠
類
七
種
十
五
回
功
名
類
l
十
二
種
十
九
回
仙
仏
類
五
種
五
回
風
情
類
の
戯
曲
は
全
体
の
五
三
%
を
占
め
最
も
多
い
。
次
い
で
忠
孝
・
節
義
・
功
名
類
を
合
わ
せ
る
と
=
二
%
、
豪
侠
類
は
十
二
%
、
仙
仏
類
は
四
%
で
あ
る
。
ち
な
み
に
万
暦
五
年
二
五
七
七
)
の
進
士
で
、
南
京
因
子
監
祭
酒
に
任
じ
た
鳴
夢
禎
の
『
快
霊
堂
日
記
』
も
観
劇
の
記
事
を
多
く
と
ど
め
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
恒
川
夢
禎
の
そ
れ
は
僅
か
に
十
七
種
十
九
回
、
全
て
朋
友
の
小
袋
、
家
庭
的
宴
会
に
お
け
る
観
劇
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
内
容
に
し
た
が
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
忠
孝
類
|
二
種
二
回
風
情
類
十
二
種
十
四
回
豪
侠
類
l
二
種
二
回
仙
仏
矧
l
一
種
一
回
市
岬
夢
禎
の
場
合
は
風
情
類
に
極
端
に
偏
向
し
全
体
の
七
四
%
を
占
削
的
、
忠
孝
類
、
豪
快
矧
は
各
十
一
%
、
仙
仏
類
は
五
%
で
あ
る
。
片
も
ち
ろ
ん
資
料
の
絶
対
数
の
隔
た
り
が
大
き
い
の
で
、
早
計
な
比
か
較
は
妥
当
性
を
欠
く
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
世
同
市
Y
禎
が
風
情
矧
の
戯
帥
曲
を
偏
愛
し
た
の
と
は
異
な
り
、
彪
佳
は
か
な
り
の
割
合
で
忠
孝
と
節
義
・
功
名
類
も
観
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
夙
に
指
摘
さ
れ
る
よ
半
白出
、
つ
に
、
土
大
夫
社
会
に
お
け
る
風
情
類
の
戯
曲
成
行
の
要
閣
は
、
様
相
巾
力
政
治
に
翻
弄
さ
れ
た
彼
ら
の
脱
俗
志
向
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
門口の
L
aが
ら
彪
佳
と
い
う
一
個
人
に
限
っ
て
言
、
え
ば
、
彼
が
風
情
類
の
雌
み
な
ら
ず
、
忠
孝
・
節
義
・
功
名
類
の
戯
曲
も
か
な
り
の
数
を
観
て
加
い
る
と
い
う
事
実
は
忽
視
で
き
な
い
。
こ
れ
は
彪
佳
の
個
人
的
な
好
ω
I川
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
天
啓
五
年
二
六
二
五
)
に
ヌ
ー
ル
、
千
が
出
陽
に
逃
都
し
て
以
降
の
北
辺
か
ら
の
脅
威
ゃ
、
民
変
・
兵
変
の
続
発
に
よ
っ
て
土
庶
を
問
わ
ず
混
迷
を
極
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
明
末
に
あ
っ
て
、
彪
佳
の
心
理
に
当
時
の
社
会
情
勢
が
彫
射
さ
れ
、
忠
孝
・
節
義
・
功
名
の
精
神
を
啓
発
す
る
内
容
を
、
王
題
と
す
る
戯
曲
を
多
く
演
目
に
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
て
彪
佳
の
朋
友
の
小
柴
町
場
に
お
い
て
は
、
唱
棟
、
管
絃
の
鑑
賞
も
行
わ
れ
た
。
日
記
に
は
十
四
条
見
い
だ
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
庄
市
禎
十
年
五
月
二
十
四
日
、
仙
仰
を
発
し
、
舟
中
に
『
越
中
名
園
記
』
を
作
る
。
偏
門
に
抵
り
、
斉
企
之
来
り
陪
ふ
。
之
れ
と
与
に
張
介
子
を
訪
ふ
。
之
れ
を
頃
く
に
し
て
張
宗
子
来
り
促
し
、
遂
に
其
の
酌
に
赴
く
。
繊
社
の
諸
友
己
に
不
二
粛
に
集
ま
り
、
宗
子
新
た
に
構
へ
し
雲
林
秘
附
に
諸
友
多
く
略
ひ
此
に
談
ず
。
侃
鴻
宝
最
後
に
至
る
。
飯
後
、
宗
子
の
琴
を
郎
ず
る
を
聴
き
、
侵
入
鼓
吹
し
て
之
れ
を
佐
く
。
同
有
る
る
に
及
び
て
『
組
糸
記
』
を
演
ず
る
を
観
る
。
席
散
じ
て
舟
に
宿
る
。
(
「
山
居
拙
録
し
)
弘
光
元
年
三
月
二
十
七
日
、
:
帰
り
て
張
介
子
、
及
び
諸
友
と
午
飯
し
罷
る
。
滋
楚
張
酌
を
設
け
、
持
安
然
に
託
し
て
餓
を
治
む
。
諸
友
の
程
爾
階
帳
扶
凡
・
王
雲
岨
の
如
き
皆
な
至
り
、
弦
索
数
調
を
聴
く
。
朱
純
字
又
た
南
曲
を
唱
ひ
、
悩
を
極
め
て
散
ず
。
(
「
乙
酉
日
暦
L
)
周
知
的
ご
と
く
明
代
の
士
大
夫
に
は
戯
班
を
擁
す
る
も
の
が
多
く
存
在
し
た
け
れ
ど
も
、
日
記
に
は
彪
佳
の
知
友
の
家
班
に
よ
る
戯
曲
110 
の
上
泌
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
崇
禎
九
年
四
月
初
三
目
、
飯
後
銭
麟
武
・
銭
'
惚
典
的
招
き
に
赴
き
、
小
限
山
に
登
り
、
『
五
位
記
』
を
観
る
。
子
夜
徳
興
復
た
家
伶
を
出
だ
し
て
協
を
佑
む
u
(
「
林
居
迎
築
」
)
崇
禎
十
六
年
九
月
二
十
八
日
、
-
一
舟
を
僻
処
に
移
し
て
容
を
避
け
、
肩
輿
を
以
て
張
水
年
の
家
に
歪
り
、
悶
秀
六
人
を
聞
す
。
永
年
酌
を
挙
げ
、
其
の
家
優
の
数
劇
を
演
ず
る
を
観
る
。
(
「
奨
未
日
暦
」
)
崇
禎
十
七
年
正
月
十
三
日
、
'
帰
り
て
呉
玄
索
の
令
郎
も
亦
た
至
る
。
士
女
の
遊
ぶ
者
耕
築
し
、
酌
を
四
負
堂
に
挙
げ
、
止
祥
兄
の
小
使
の
戯
を
演
ず
る
を
観
る
。
諸
友
も
亦
た
数
怖
を
演
ず
。
(
「
甲
申
日
暦
」
)
彪
佳
自
身
が
戯
班
を
養
っ
て
い
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
俳
優
を
呼
ん
で
戯
曲
を
上
演
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
日
記
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
阜
市
禎
十
二
年
十
月
十
九
日
、
風
を
冒
し
て
寓
山
に
山
山
で
、
即
ち
帰
る
。
老
母
先
に
優
人
を
し
て
般
を
演
ぜ
し
む
。
午
後
王
雲
咽
・
橋
倣
渠
・
潜
嶋
岐
を
滋
へ
て
酌
を
挙
げ
、
『
銀
釧
記
』
を
観
る
。
(
「
爽
録
」
)
崇
禎
十
三
年
正
月
十
九
日
、
・
・
優
人
晩
に
至
り
、
『
線
機
記
』
を
演
ず
。
四
鼓
に
乃
ち
散
ず
。
(
「
感
慕
録
」
)
戯
班
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
秦
青
な
る
歌
手
を
購
い
、
宴
席
で
彼
に
欧
わ
せ
た
と
い
う
記
事
が
存
す
る
。
崇
禎
十
五
年
十
月
十
七
日
、
:
劉
雪
涛
公
祖
に
招
か
れ
て
、
酌
に
湖
紡
に
赴
き
、
『
粗
梨
花
記
』
を
観
る
。
晩
に
諸
友
と
月
間
水
亭
を
歩
む
。
是
の
日
歌
者
泰
背
を
買
ふ
。
(
「
壬
千
日
暦
」
)
崇
禎
十
六
年
十
月
三
十
日
、
・
部
幕
王
雲
仙
唱
の
来
る
を
池
へ
、
為
に
松
聞
の
一
室
の
祉
に
定
む
。
酌
を
戚
暢
閣
に
挙
げ
、
秦
背
の
歌
を
聴
く
。
(
「
焚
未
日
暦
」
)
ま
た
母
親
や
友
人
な
と
の
長
寿
や
生
日
を
祝
つ
て
の
、
い
わ
ゆ
る
慶
祝
宴
会
で
戯
曲
を
上
演
し
た
と
の
記
事
も
五
条
あ
る
。
崇
禎
五
年
七
月
十
三
目
、
夏
容
公
予
れ
を
滋
へ
、
陸
生
甫
・
劉
振
賢
・
呉
慌
協
と
其
の
太
夫
人
め
為
に
寿
が
ん
と
す
。
一
鼓
に
始
め
て
之
れ
に
赴
き
、
『
異
夢
記
』
を
観
る
。
(
「
楼
北
冗
言
」
)
崇
禎
八
年
八
月
十
九
日
、
老
母
の
誕
日
為
り
。
諸
児
柏
崎
寿
を
祝
ひ
畢
り
、
親
姐
の
来
り
仰
は
す
る
者
、
共
に
素
酌
を
挙
げ
て
、
『
制
橋
記
』
を
観
る
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
崇
禎
九
年
二
月
十
八
日
、
目
時
に
徳
公
兄
刷
版
の
寿
日
を
以
て
酌
を
設
く
。
午
後
優
人
の
『
鴛
脅
棒
記
』
を
演
ず
る
を
観
る
。
(
「
林
居
適
筆
」
)
崇
禎
十
年
八
月
十
六
日
、
午
間
戯
を
演
じ
、
老
母
の
寿
を
祝
ふ
。
(
「
山
居
拙
録
」
)
崇
禎
十
一
年
八
月
十
九
日
、
老
母
の
誕
辰
為
り
。
兄
弟
と
拝
祝
し
己
る
。
王
拘
九
男
・
何
芝
田
、
及
ぴ
諸
孫
倶
に
在
り
、
読
酌
を
挙
ぐ
。
午
後
戯
を
演
じ
、
予
れ
陳
長
続
・
勝
安
然
と
版
下
に
出
で
、
女
戯
を
観
る
。
晩
に
水
聞
に
小
酌
す
。
(
一
白
鑑
録
」
)
以
上
の
ご
と
く
、
友
人
と
の
会
飲
や
遊
興
、
あ
る
い
は
慶
祝
と
い
っ
た
通
常
的
生
活
の
一
場
面
に
お
い
て
、
戯
曲
が
淡
ぜ
ら
れ
、
唱
曲
や
鼓
吹
が
供
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
事
と
は
別
湿
の
戯
曲
に
よ
る
償
願
と
い
っ
た
安
神
酬
神
を
目
的
と
す
る
宗
教
儀
礼
の
場
で
の
戯
曲
上
演
の
記
事
も
数
多
く
児
ら
れ
る
。
日
記
に
見
え
る
十
八
条
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
川
な
ら
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
-
M
崇
禎
八
年
九
月
初
一
目
、
:
午
後
(
楊
)
子
常
別
去
し
て
、
付
(
隊
)
自
器
、
及
ぴ
諸
章
子
町
試
に
就
き
し
巻
を
聞
す
。
是
の
帥
日
予
れ
神
を
犯
り
、
『
話
回
記
』
を
演
ず
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
と
崇
禎
十
一
年
五
月
十
一
日
、
:
午
後
戯
を
演
じ
て
関
神
に
春
闘
ず
。
王
霊
地
来
り
て
観
、
陳
長
躍
も
亦
た
至
る
。
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(
「
自
鑑
録
」
)
崇
禎
十
二
年
正
月
二
十
四
日
、
午
後
司
双
忠
記
』
を
演
じ
て
神
に
奉
ず
。
(
「
楽
録
L
)
崇
禎
f
七
年
二
月
二
J
l
回
目
、
関
神
、
及
び
金
龍
神
を
奉
じ
、
戯
も
て
岡
山
に
避
は
ん
と
し
、
『
細
川
叙
』
『
鮒
初
』
の
ニ
記
を
演
ず
。
王
雲
仙
・
徐
伯
調
金
大
来
皆
な
来
り
て
観
る
。
(
「
甲
申
日
暦
」
)
こ
の
外
に
、
偶
然
、
郊
遊
の
途
に
お
い
て
目
に
し
た
民
間
の
い
わ
ゆ
る
社
戯
に
つ
い
て
も
数
条
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
九
年
三
月
初
二
目
、
・
予
れ
舟
を
繰
り
て
王
雲
仙
咽
・
王
雲
減
を
逝
へ
、
舟
の
ム
口
上
に
小
酌
す
。
時
に
天
気
初
め
て
勢
れ
、
水
光
と
山
色
と
相
ひ
峡
へ
、
覚
、
え
ず
襟
を
抜
き
て
叫
絶
せ
ん
と
す
。
劉
北
生
適
た
ま
至
り
、
与
に
社
般
を
観
る
。
(
「
林
居
適
筆
」
)
崇
禎
九
年
五
月
初
七
日
、
:
午
後
里
中
に
戯
を
挙
ぐ
。
観
る
者
狂
ふ
が
如
し
。
予
れ
惟
だ
静
坐
し
、
或
い
は
値
息
す
る
の
み
。
(
向
上
)
崇
梢
十
一
年
二
月
イ
九
日
、
・
適
た
ま
市
上
に
般
を
抽
出
じ
、
観
る
こ
と
少
頃
に
し
て
寝
に
就
く
。
(
「
自
鑑
録
」
)
崇
禎
十
二
年
二
月
二
十
九
日
、
・
午
後
内
子
と
城
に
入
り
、
駅
前
に
至
り
て
般
を
観
る
。
即
ち
舟
中
に
宿
る
。
(
「
楽
録
」
)
崇
禎
十
二
年
五
月
三
十
日
、
'
是
の
晩
相
村
に
又
た
『
目
連
戯
』
を
演
ず
。
党
夜
以
ぬ
る
こ
と
能
は
ず
。
(
向
上
)
ま
た
宴
会
の
余
興
と
し
て
走
解
の
戯
(
馬
上
の
曲
芸
)
・
他
儲
(
木
偶
戯
)
・
弘
政
(
手
品
)
な
ど
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
る
。
出
示
禎
五
年
八
月
初
六
日
、
・
皇
城
に
入
り
、
海
綿
仙
と
期
す
。
予
れ
函
苑
に
待
ち
、
市
町
は
又
た
閲
右
に
待
つ
。
遂
に
岡
つ
な
が
ら
誤
れ
り
。
市
切
の
西
輩
門
に
至
る
に
及
ぴ
、
予
れ
巳
に
帰
れ
り
。
112 
乃
ち
飯
に
林
中
山
H
の
家
に
入
る
に
、
適
た
ま
庄
石
臣
在
り
、
走
解
の
般
を
観
る
。
(
「
桜
北
冗
言
」
)
崇
禎
六
年
正
月
十
七
日
、
・
寓
に
帰
り
、
鴻
起
衡
・
弓
闘
・
都
仙
昆
仲
を
池
へ
て
飲
む
。
郡
仙
向
に
惚
備
を
以
て
す
る
に
叫
だ
佳
し
、
乃
ち
抽
出
備
を
設
け
て
之
れ
を
観
る
。
(
「
役
南
山
川
記
」
)
娯
禎
八
年
八
月
十
一
日
、
:
午
後
書
を
作
り
、
総
和
陽
公
祖
に
銭
す
。
止
祥
兄
燈
下
に
於
て
鬼
戯
を
作
す
。
眉
面
生
動
し
、
亦
た
一
奇
な
り
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
以
上
に
述
べ
来
っ
た
彪
佳
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
は
、
彼
に
の
み
特
殊
な
事
柄
で
は
な
く
、
先
の
ぬ
拶
禎
の
日
記
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
代
士
大
夫
の
日
常
生
活
の
普
通
的
な
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
渇
夢
禎
と
の
器
具
を
強
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
彪
佳
が
単
な
る
戯
曲
の
愛
好
家
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
作
に
も
手
を
染
め
、
評
論
の
書
を
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
劇
作
家
と
の
交
遊
彪
住
の
父
承
燥
、
字
爾
光
、
号
夷
度
は
、
万
暦
三
十
二
年
二
六
O
四
)
の
進
士
で
、
河
南
按
察
A
軍
事
副
使
、
江
西
右
参
政
を
歴
任
し
た
。
彼
は
治
生
堂
の
蔵
書
に
よ
っ
て
、
会
格
鉦
氏
の
世
学
楼
、
寧
波
沼
氏
の
天
一
閣
と
並
称
さ
れ
る
斯
江
の
大
蔵
書
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彪
佳
も
そ
の
後
を
継
い
で
治
生
堂
の
紺
特
管
理
に
心
胤
を
注
い
だ
。
戯
曲
類
の
蔵
書
に
つ
い
て
『
治
生
堂
蔵
書
目
』
十
こ
に
は
「
古
今
雑
劇
二
十
冊
、
名
家
雑
劇
十
六
刑
」
と
記
し
、
ま
た
彪
佳
の
第
二
子
理
孫
の
『
郁
氏
読
書
楼
目
録
』
に
は
「
名
劇
薬
七
十
二
本
、
雑
劇
十
四
本
、
抄
本
雑
劇
十
二
本
、
未
訂
雑
劇
ニ
映
」
と
の
み
若
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
か
な
り
の
数
の
詞
曲
の
書
を
架
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
朱
葬
尊
の
『
明
詩
綜
』
巻
五
十
九
「
郁
承
怜
」
の
条
に
よ
れ
ば
、
元
明
の
伝
奇
類
だ
け
で
も
少
な
く
と
も
八
百
余
部
架
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
参
政
、
蔵
書
に
富
み
、
羽
に
乱
れ
ん
と
す
る
に
、
其
の
家
、
悉
く
載
せ
て
雲
門
寺
に
至
る
。
惟
だ
元
・
明
よ
り
遣
し
来
れ
る
伝
奇
の
み
に
し
て
、
多
き
こ
と
八
百
余
部
に
至
る
。
而
し
て
葉
児
あ
づ
楽
府
散
套
は
与
か
ら
ず
。
彪
佳
自
ら
の
言
説
に
も
、
詞
曲
の
替
を
盤
香
し
、
峡
装
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
崇
禎
八
年
十
一
月
初
回
目
、
:
予
れ
書
室
に
坐
し
、
寛
日
戸
あ
つ
を
出
で
ず
、
向
日
相
官
へ
し
所
の
詞
曲
を
強
へ
、
集
め
て
軌
を
成
す
。
然
る
に
顧
恨
の
癖
、
此
に
於
て
巳
に
解
け
、
終
に
之
れ
を
観
る
を
喜
ば
ず
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
日
記
に
は
先
人
の
遺
し
た
詞
曲
の
書
に
つ
い
て
の
情
報
も
記
録
さ
れ
る
。
崇
禎
四
年
十
月
初
九
日
、
:
・
王
伯
良
の
長
公
至
り
、
因
っ
て
伯
良
の
遺
書
を
詞
ふ
に
、
詞
曲
の
外
、
詩
文
尚
ほ
富
め
る
を
知
る
。
(
「
渉
北
程
一
一
膏
」
)
王
伯
良
と
は
『
曲
律
』
で
知
ら
れ
る
王
験
徳
の
こ
と
で
あ
る
。
崇
禎
四
年
間
十
一
月
十
七
日
、
-
頃
く
に
し
て
王
雲
莱
萎
仁
超
と
同
に
来
訪
す
。
萎
言
ふ
な
ら
く
、
「
其
の
郷
に
徐
君
迎
慶
有
り
、
徐
相
園
の
孫
な
り
。
詞
曲
を
普
く
し
、
其
の
菩
へ
し
所
甚
だ
富
め
り
」
、
と
。
(
向
上
)
王
皆
胃
液
は
劇
作
家
で
『
池
遊
瀞
雑
劇
』
{
『
盛
明
雑
劇
二
集
』
所
収
)
の
作
が
あ
る
。
徐
迎
慶
と
は
日
記
に
も
言
、
つ
よ
う
に
徐
階
の
孫
で
、
『
繋
徐
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
』
の
編
纂
者
で
あ
る
。
)
ま
た
家
蔵
の
詞
曲
番
を
友
人
に
貸
し
た
と
い
う
記
事
も
見
ら
れ
る
。
叫
崇
禎
十
四
年
六
月
十
一
日
、
・
予
れ
(
王
)
索
中
、
及
び
諸
友
閣
と
同
に
家
に
抵
る
P
索
中
蔵
せ
し
所
の
詞
曲
を
閲
し
、
数
種
曲
を
借
り
て
以
て
去
る
。
(
「
小
掠
録
」
)
峨
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
詞
曲
蓄
を
購
求
し
披
閲
し
た
と
の
記
事
も
活
存
す
る
。
れ
巾
崇
禎
四
年
十
一
月
初
十
日
、
:
午
後
車
鑑
・
銚
甥
と
出
で
て
川
客
を
訪
れ
ん
と
す
る
に
、
持
安
然
と
途
に
遇
ひ
て
之
れ
と
借
に
佳
し
、
再
ぴ
揃
公
兄
の
寓
を
拘
く
。
歩
み
て
門
前
に
至
り
、
『
歴
朝
仰
此
録
』
、
及
び
「
伝
Ir--栂
を
買
ふ
。
(
「
渉
北
程
一
一
言
」
)
日
崇
禎
五
年
正
月
初
八
日
、
・
:
(
李
)
子
木
燈
市
を
観
ん
と
欲
l
し
、
乃
ち
長
安
門
よ
り
轡
を
並
べ
て
行
く
。
至
ら
ば
則
ち
市
物
尚
ほ
未
だ
集
ま
ら
ず
、
惟
だ
『
洪
武
正
韻
』
、
及
び
『
薙
照
楽
府
』
の
二
番
の
み
を
買
ふ
。
(
「
桜
北
冗
言
」
)
崇
禎
五
年
正
月
十
二
日
、
:
・
帰
ら
ば
則
ち
日
幾
ん
ど
午
な
ら
ん
と
す
。
乃
ち
子
木
と
騎
を
聯
ね
て
燈
市
を
過
ぎ
る
に
、
李
祖
保
・
か
郭
天
門
両
年
兄
に
遇
ふ
。
『
陸
宣
公
奏
議
』
を
市
ひ
て
帰
る
。
晩
に
子
木
と
『
昨
世
間
…
山
市
府
』
を
閲
す
。
(
同
上
)
日
記
に
は
こ
う
し
た
記
事
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
、
劇
作
家
、
戯
曲
評
論
家
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た
人
々
と
の
交
遊
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
万
暦
二
十
三
年
二
五
九
五
)
の
進
士
で
、
詞
曲
に
つ
い
て
の
言
及
も
多
い
山
陰
町
人
主
恩
任
、
宇
季
重
、
号
遂
東
に
つ
い
て
は
、
彼
の
家
、
あ
る
い
は
友
人
の
酒
席
に
同
席
し
て
観
劇
を
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
崇
禎
十
一
年
十
月
二
十
六
日
、
陳
長
耀
と
同
に
入
城
し
、
商
諮
軒
に
銭
す
。
王
遂
東
の
家
に
至
り
、
徐
机
燕
・
徐
普
伯
侃
鴻
宝
・
余
武
貞
・
挑
航
初
師
公
と
塩
台
梁
公
祖
を
請
ひ
、
3
伺
紗
記
』
を
観
る
。
(
「
自
鑑
録
」
)
と
や
均
崇
禎
十
二
年
十
月
十
四
日
、
城
に
入
り
徐
秘
燕
を
吊
ふ
。
外
父
の
家
に
飯
し
、
商
縄
荏
と
歩
み
行
き
、
広
寧
橋
に
至
り
て
舟
に
登
る
。
小
憩
し
て
銭
徳
輿
の
席
に
赴
く
。
同
席
は
王
遂
東
・
張
芝
亭
玉
酬
明
雲
・
委
主
舟
・
侃
鴻
宝
為
り
。
徳
輿
尽
く
家
楽
を
出
だ
し
、
『
涜
紗
』
の
「
採
迎
」
劇
を
合
作
せ
し
め
て
別
る
e
(
「
棄
録
」
)
日
明
末
に
あ
っ
て
J
一
言
」
な
ど
小
説
の
編
輯
者
と
し
て
、
ま
た
先
行
の
戯
曲
に
加
筆
し
て
「
墨
愁
斎
定
本
」
を
上
梓
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
長
洲
の
人
海
夢
龍
、
字
猶
龍
・
耳
龍
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
晶
君
禎
七
年
六
月
十
三
日
、
出
で
て
文
を
収
め
畢
り
、
総
鋲
許
健
衡
来
り
晴
ふ
。
広
文
鴻
猶
龍
も
亦
た
陸
令
を
以
て
進
諸
す
。
(
「
巡
呉
省
録
」
)
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
崇
禎
七
年
二
六
三
四
)
、
常
熟
に
あ
っ
た
彪
佳
は
沈
環
の
伝
奇
の
収
集
を
鴻
夢
龍
に
依
託
し
た
こ
と
が
あ
り
、
沈
自
晋
の
「
重
訂
南
詞
全
譜
凡
例
続
紀
」
(
『
南
詞
新
譜
』
所
収
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
柿
公
前
に
巡
按
に
来
り
し
時
、
子
猶
に
托
し
て
遍
く
先
の
詞
隠
の
伝
奇
、
及
び
余
が
拙
刻
を
索
め
し
む
。
市
切
夢
龍
に
つ
い
て
は
こ
の
外
に
も
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
十
一
年
八
月
二
十
三
日
、
徐
言
嘆
の
作
り
し
所
の
「
寓
山
分
勝
L
詩
を
得
、
又
た
林
木
桃
、
及
び
掲
猶
龍
の
詩
稿
を
得
た
(
「
自
鑑
録
し
)
崇
禎
十
七
年
十
二
月
十
五
日
、
・
郷
紳
文
中
台
・
厳
子
章
・
鴻
猶
龍
・
金
君
邦
柱
来
り
送
る
。
市
切
は
贈
る
に
家
刻
を
以
て
す
。
(
「
甲
申
日
暦
」
)
ま
た
『
願
曲
雑
言
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
戯
曲
評
論
家
で
、
秀
水
の
人
沈
徳
符
、
宇
景
情
・
虎
臣
に
つ
い
て
は
、
共
に
戯
曲
を
鑑
賞
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
嵐
官
禎
八
年
五
月
十
七
日
、
晩
に
呉
二
如
の
酌
に
赴
く
。
同
席
は
斡
求
仲
・
王
議
雲
・
沈
虎
臣
・
迂
然
明
・
王
百
朋
為
り
。
『
双
串
記
』
を
観
る
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
『
矯
紅
記
』
な
ど
の
作
者
で
、
『
古
今
名
劇
合
選
』
を
編
輯
し
た
山
陰
の
人
孟
称
舜
、
{
子
子
若
・
子
適
・
子
塞
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
十
年
四
月
十
三
日
、
在
照
隣
と
同
に
山
に
至
り
、
楓
社
の
諸
友
を
候
つ
。
午
問
、
謝
嬉
雲
倉
無
笹
・
越
孟
選
・
孟
子
塞
・
張
殺
孫
・
張
亦
寓
・
張
子
成
・
李
受
之
・
王
士
美
・
王
爾
聴
・
王
伯
含
・
季
采
二
男
至
り
、
酌
を
四
負
堂
に
挙
ぐ
。
(
「
山
居
拙
録
」
)
崇
禎
十
三
年
二
月
初
九
日
、
帰
省
し
て
徳
公
兄
の
寿
に
拝
す
。
張
天
如
の
至
る
を
聞
き
、
寓
山
に
出
づ
。
商
家
の
女
各
至
り
、
内
子
之
れ
を
聞
く
。
予
れ
謝
天
章
と
南
楼
に
突
す
。
薄
暮
張
天
如
乃
ち
葉
行
可
年
兄
と
同
に
過
訪
せ
ら
る
。
携
へ
し
所
の
友
、
伺
っ
て
舟
中
に
在
り
。
越
友
之
れ
を
送
る
者
有
り
、
王
士
美
・
孟
子
塞
・
主
玄
祉
王
升
之
王
標
梅
劉
北
生
・
沈
予
良
、
及
び
突
遠
姪
為
り
。
同
に
酌
を
四
負
堂
に
挙
げ
、
戚
暢
閣
に
登
り
、
天
如
の
借
に
隠
れ
し
処
の
蔚
言
を
作
す
を
求
む
。
別
れ
し
と
き
巳
に
三
鼓
な
り
。
孟
子
塞
も
亦
た
別
れ
、
諸
兄
は
留
ま
り
て
閉
上
に
宿
す
。
(
「
感
慕
録
」
)
呉
県
の
人
、
哀
子
令
、
原
名
組
玉
、
又
名
晋
、
字
令
昭
、
号
簿
庵
・
亮
公
は
、
『
西
楼
記
』
な
ど
数
多
く
の
戯
曲
の
作
者
で
あ
る
。
崇
禎
八
年
八
月
初
八
日
、
業
免
公
呉
中
よ
り
過
訪
せ
ら
る
。
張
石
史
公
祖
の
書
を
得
、
手
に
即
し
て
之
れ
に
復
す
。
弘
知
公
携
ふ
る
に
鼓
琴
を
普
く
す
る
者
張
従
之
有
り
。
「
梅
花
客
窓
」
諸
曲
を
弾
か
し
む
る
に
、
音
節
韻
売
、
尋
常
に
聞
く
所
に
非
ざ
る
な
り
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
「
焚
未
日
暦
」
に
は
、
五
月
初
五
日
か
ら
八
月
十
六
日
に
至
る
ま
で
震
予
令
に
十
三
回
ほ
ど
相
会
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
山
の
一
つ
を
挙
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
げ
崇
禎
十
六
年
六
月
初
九
日
、
:
・
晩
に
至
り
郁
康
楽
・
康
成
昆
仲
れ
酒
金
を
携
へ
て
来
り
酌
む
。
蓑
先
公
駕
れ
に
預
か
れ
り
。
帥
劇
作
家
た
ち
と
の
交
遊
に
お
い
て
、
実
際
に
詞
曲
談
義
に
及
ん
だ
と
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彪
伎
が
日
常
生
活
の
一
銅
山
出
と
し
て
先
人
の
遺
し
た
蔵
書
に
興
味
を
示
し
た
り
、
詞
曲
書
を
購
入
聞
し
た
り
、
あ
る
い
は
劇
作
家
・
評
論
家
と
遊
び
興
じ
て
い
た
こ
と
は
の
紛
う
か
た
な
き
事
実
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
日
々
の
喰
雌
末
な
挙
措
が
彼
の
戯
曲
に
対
す
る
殖
奥
を
極
め
る
要
因
に
な
っ
た
で
郁
あ
ろ
う
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
115 
四
劇
作
家
と
し
て
の
彪
佳
先
述
の
と
お
り
、
彪
佳
に
は
蘇
武
を
題
材
と
し
た
『
全
節
記
』
な
る
戯
曲
が
あ
る
。
曲
文
は
僅
か
に
『
九
宮
大
成
南
詞
曲
譜
』
巻
七
十
二
「
寅
鐙
{
昌
」
集
曲
中
に
供
出
「
賞
龍
捧
燈
月
」
が
収
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彪
佳
の
手
に
成
る
序
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
戯
曲
の
執
筆
意
図
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
蘇
子
卿
は
十
九
年
旬
奴
に
あ
り
、
従
容
と
し
て
節
を
全
う
す
。
〈
る
逢
比
に
較
ぷ
る
も
尤
も
難
し
む
。
雪
を
鴫
み
て
生
く
る
を
得
、
紙
羊
よ
り
乳
を
得
る
に
至
っ
て
は
、
人
た
る
や
天
な
り
。
漠
武
の
時
の
人
物
は
、
滑
稽
は
東
方
生
の
如
く
、
文
章
は
司
馬
長
卿
の
如
く
、
展
土
檎
王
は
衛
・
霊
が
輩
の
如
く
、
一
時
に
済
済
た
ら
ず
ん
ば
非
ず
。
而
る
に
之
れ
を
忠
義
に
求
む
れ
ば
子
卿
の
如
き
者
幾
人
ぞ
。
容
客
た
る
千
古
に
、
止
だ
一
十
五
載
の
陰
山
の
ゃ
洪
階
有
り
て
、
差
や
映
帯
に
堪
ふ
る
の
み
。
ま
ず
冒
頭
に
お
い
て
は
、
雪
を
鴨
み
、
紙
羊
を
飼
い
、
旬
奴
に
降
ら
ず
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
北
海
の
ほ
と
り
に
暮
ら
し
た
蘇
武
の
忠
義
心
は
、
比
干
や
逢
丑
父
の
尽
忠
の
行
為
に
も
勝
り
、
天
神
に
も
匹
敵
す
る
と
称
賛
す
る
。
子
卿
の
奇
蹟
は
、
『
史
』
『
渓
』
の
業
に
全
伝
有
り
。
文
人
学
士
、
犯
腕
し
て
其
の
人
を
想
見
せ
ざ
る
は
無
し
。
然
れ
ど
も
婦
蜜
識
ら
さ
る
な
り
。
是
に
於
で
之
れ
を
声
歌
に
譜
し
、
優
孟
の
衣
冠
を
借
り
、
以
て
子
卿
の
生
面
を
聞
か
ん
と
す
。
史
書
が
す
で
に
伝
が
そ
な
わ
る
蘇
武
に
つ
い
て
は
、
文
人
学
士
の
6
敬
慕
す
る
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
巷
間
で
は
充
分
に
知
悉
さ
れ
て
い
日
な
い
こ
と
を
憂
え
、
舞
台
上
に
再
現
せ
ん
と
し
て
作
っ
た
の
が
こ
の
戯
曲
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
蘇
武
を
題
材
と
す
る
戯
曲
と
し
て
夙
に
『
牧
羊
記
』
が
存
す
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
『
牧
羊
記
』
が
先
行
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ゆ
え
同
一
の
人
物
を
主
人
公
に
般
く
戯
曲
を
作
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
彪
佳
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
旧
本
『
牧
羊
記
』
は
色
も
亦
た
古
に
近
く
、
多
く
譜
に
採
入
す
か
ぎ
ひ
い
η
る
者
有
り
。
而
る
に
境
詞
は
文
ら
ず
、
境
を
附
き
て
未
だ
暢
ぴ
ず
、
識
者
之
れ
を
惜
し
む
。
吾
が
友
の
遠
山
主
人
は
楽
府
の
一
道
に
於
て
、
夙
に
天
巧
有
り
。
尽
く
旧
認
を
翻
し
、
諮
し
て
新
め
ぐ
声
を
為
り
、
月
を
決
ら
ず
し
て
竣
を
告
ぐ
。
『
牧
羊
記
』
は
古
雅
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
曲
辞
は
素
朴
で
、
境
界
は
暢
達
で
は
な
い
、
故
に
新
た
に
稿
を
起
こ
し
た
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
遠
山
主
人
と
は
彪
佳
自
身
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
序
文
は
第
三
者
の
口
吻
を
借
り
て
自
作
に
つ
い
て
述
べ
る
か
た
ち
を
取
る
。
序
文
に
は
更
に
続
け
て
言
、
7
0
其
の
構
局
は
必
ず
境
を
新
に
取
り
、
故
に
俗
に
入
ら
ず
。
其
の
構
詞
は
必
ず
法
を
古
に
合
し
、
故
に
雅
を
傷
め
ず
。
零
金
砕
玉
、
化
し
て
舌
上
の
青
蓮
と
為
り
、
試
み
に
一
た
ぴ
之
れ
を
演
ず
れ
ば
、
窮
愁
繭
琴
の
景
と
、
憾
慨
激
烈
の
概
と
、
歴
歴
と
し
て
賭
る
が
如
し
。
観
る
者
を
し
て
若
し
身
を
其
の
聞
に
置
か
し
む
れ
ば
、
之
れ
が
為
に
歌
央
滋
吊
し
、
自
ら
己
む
能
は
ず
。
今
よ
り
而
後
は
特
だ
図
書
記
籍
に
子
卿
有
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
村
落
市
腿
の
婦
賢
の
胸
中
に
も
亦
た
子
卿
有
り
。
作
品
の
構
成
は
通
俗
に
墜
さ
ぬ
べ
〈
新
機
軸
を
出
し
、
曲
辞
は
雅
趣
を
損
な
わ
ぬ
べ
く
伝
統
に
則
る
。
故
に
実
際
に
上
演
す
れ
ば
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
か
く
て
刊
紙
武
の
事
蹴
は
史
伝
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
巷
聞
の
婦
女
子
の
胸
中
に
も
深
く
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
と
こ
ろ
で
彪
佳
の
税
友
で
あ
っ
た
侃
元
鳴
も
『
全
節
記
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
「
郁
司
李
玉
節
伝
奇
序
」
(
附
則
元
勲
J
岨
幽
閉
文
娯
』
初
集
序
類
、
所
収
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
倒
元
瑞
の
序
は
彪
佳
の
執
筆
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
夫
れ
文
章
の
柔
若
朔
狐
は
、
巧
令
な
る
者
を
比
ぶ
れ
ば
、
元
の
曲
子
よ
り
も
甚
だ
し
き
は
英
し
。
而
し
て
其
の
道
に
係
る
こ
と
の
以
て
忠
を
教
へ
る
可
き
と
以
為
ひ
て
、
世
培
は
別
ち
爾
れ
を
取
る
有
る
な
り
。
世
培
は
心
に
昔
を
佃
み
、
蘇
・
衡
を
稿
壊
よ
し
た
り
起
た
し
め
、
当
場
の
弄
を
為
す
。
其
の
蘇
を
艶
ふ
の
意
は
微
に
し
て
、
其
の
衛
を
醜
む
の
恨
み
は
切
な
り
。
岳
氏
の
嗣
は
、
泥
も
て
武
穆
を
純
し
、
金
も
て
檎
・
品
を
鋳
す
。
人
の
檎
・
品
ぬ
を
朽
ら
ん
と
欲
す
る
や
、
武
穆
を
存
せ
ん
と
す
る
よ
り
も
甚
だ
し
き
な
り
。
宮
商
も
て
之
れ
を
鋳
ば
、
金
に
愈
ら
ん
か
。
故
に
是
の
記
は
則
ち
郡
氏
の
刑
書
な
り
。
ま
ず
忠
道
を
称
揚
す
る
に
最
も
適
切
な
表
現
形
態
と
し
て
彪
佳
が
戯
曲
を
選
ん
だ
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
杭
州
の
岳
王
廟
に
お
い
て
泥
塑
さ
れ
た
岳
飛
を
尊
崇
す
る
こ
と
よ
り
も
、
鉄
で
作
ら
れ
た
好
臣
泰
裕
・
万
侠
品
の
塑
像
に
唾
棄
す
る
こ
と
を
切
望
し
た
当
時
の
人
々
の
気
持
ち
に
比
擬
し
て
、
彪
佳
は
蘇
武
称
揚
よ
り
も
、
む
し
ろ
衛
青
批
判
の
意
図
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
戯
曲
の
制
作
は
塑
像
鋳
造
に
も
勝
り
、
彪
佳
に
よ
る
刑
書
鋳
刻
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
上
掲
の
侃
元
瑞
の
序
が
1
玉
節
伝
奇
序
」
と
言
、
っ
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
彪
佳
に
は
『
玉
節
記
』
な
る
作
も
あ
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
侃
元
職
の
言
う
『
玉
節
記
』
も
蘇
武
の
こ
と
川
町
を
叙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
『
全
節
記
』
の
別
称
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
切
た
『
郁
忠
恵
公
遺
集
』
川
口
春
生
後
序
に
「
背
中
に
司
理
た
り
て
『
玉
川
竹
節
伝
奇
』
有
り
、
侃
公
泌
宝
応
本
に
序
有
り
」
と
言
い
、
侃
元
瑞
も
抽
彪
佳
の
こ
と
を
郁
司
李
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
戯
山
阪と
曲
は
崇
禎
四
年
、
彪
佳
が
福
建
監
祭
御
史
の
任
に
あ
る
時
に
一
応
の
一
一
完
成
を
見
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
日
そ
も
そ
も
郁
氏
兄
弟
は
戯
曲
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
彪
佳
の
長
兄
の
部
麟
佳
に
は
『
太
室
山
房
四
劇
』
(
相
粉
禅
・
救
精
忠
・
廃
長
生
・
錯
雌
転
輪
)
の
、
次
兄
…
躍
佳
に
は
『
総
合
錦
』
の
、
ま
た
従
兄
の
…
古
郡
佳
に
は
『
帽
頭
限
角
』
『
玉
塵
記
』
の
作
が
あ
り
、
重
佳
の
弟
の
熊
佳
げ
は
戯
曲
に
精
通
し
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
l
族
の
戯
曲
愛
好
も
彪
佳
に
『
全
節
記
』
を
書
か
せ
た
要
因
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彪
佳
の
「
太
室
山
房
四
劇
及
詩
稿
序
」
に
は
次
の
よ
う
な
言
説
が
見
ら
れ
る
。
夫
れ
惟
だ
文
人
は
故
よ
り
不
遇
に
し
て
、
不
通
は
故
よ
り
文
人
的
本
色
な
り
。
往
往
に
し
て
其
の
牢
騒
の
感
慨
を
以
て
、
之
れ
を
詩
歌
に
寄
せ
、
以
て
詞
曲
に
及
ぶ
。
文
人
の
本
領
は
不
遇
に
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
感
懐
を
詩
歌
・
詞
曲
に
寄
託
す
る
、
こ
れ
は
彪
佳
の
戯
曲
制
作
に
あ
た
っ
て
の
根
本
理
念
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戯
曲
が
そ
も
そ
も
は
「
牢
販
の
感
慨
」
の
寄
託
を
意
図
し
て
作
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
言
説
、
そ
し
て
前
掲
の
「
全
節
記
序
」
に
あ
た
か
も
民
衆
的
教
化
を
意
図
す
る
が
ご
と
く
「
村
落
市
陸
の
婦
竪
の
胸
中
に
も
亦
た
子
卿
有
」
ら
し
め
ん
と
し
た
と
言
、
っ
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
彪
佳
は
戯
曲
を
単
な
る
遊
興
の
具
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
の
思
想
を
反
映
し
得
る
場
と
し
て
考
、
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
不
遇
の
感
慨
を
文
学
作
品
に
託
す
る
こ
と
は
脱
俗
を
志
向
す
る
中
固
め
文
人
に
一
般
に
見
受
け
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
明
代
に
は
し
ば
し
ば
戯
曲
に
教
化
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
明
初
の
丘
治
的
『
五
倫
全
備
記
』
に
は
道
学
的
教
化
的
意
図
が
石
取
で
き
、
王
陽
明
が
民
衆
を
教
化
す
る
手
段
と
し
て
戯
曲
に
注
目
し
、
陶
爽
愉
が
民
衆
に
因
果
応
報
を
知
ろ
し
め
す
こ
と
に
お
い
て
戯
曲
は
有
用
で
あ
る
と
説
く
が
こ
と
く
で
あ
る
。
で
は
彪
佳
の
寄
8
託
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
。
日
明
初
以
来
、
戯
曲
に
よ
る
民
衆
教
化
が
再
三
に
わ
た
っ
て
企
図
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彪
佳
が
風
教
を
目
途
し
た
戯
曲
を
敢
え
て
制
作
し
た
の
は
、
現
実
社
会
が
先
人
の
期
待
し
た
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
彪
伎
は
社
会
が
混
迷
を
極
め
る
な
か
で
官
途
に
就
い
た
が
た
め
に
「
牢
騒
の
感
慨
」
を
抱
き
、
同
時
に
士
庶
の
秩
序
回
復
を
企
図
し
た
か
ら
こ
そ
、
古
来
、
忠
義
の
士
と
し
て
称
場
さ
れ
、
自
ら
も
尊
崇
す
る
蘇
武
を
自
作
『
全
節
記
』
の
主
人
公
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
彪
佳
の
戯
曲
制
作
は
、
戯
曲
に
よ
る
民
衆
教
化
と
い
う
時
代
精
神
を
示
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
浄
化
を
目
途
し
た
彼
自
身
の
思
想
の
表
徴
で
あ
る
と
も
言
え
レ
せ
っ
。『
全
節
記
』
以
降
、
彪
佳
が
戯
曲
を
制
作
し
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
日
記
に
は
、
友
人
と
散
套
の
作
曲
に
興
じ
、
あ
る
い
は
岬
吟
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
七
条
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
を
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
山
田
帝
禎
四
年
十
一
月
二
十
六
日
、
何
家
の
表
叔
来
り
陪
ふ
。
晩
に
炉
坐
し
て
感
ず
る
有
り
、
因
っ
て
翠
鑑
・
安
然
と
言
ふ
、
「
士
口
さ
の
人
に
愛
妾
を
以
て
馬
に
換
ふ
る
者
有
り
。
予
れ
昨
ふ
王
党
斯
の
詩
を
得
る
に
、
手
を
和
く
に
忍
び
ず
。
倫
し
艶
姫
を
挟
め
ば
、
使
ち
当
に
此
れ
に
易
ム
ベ
し
。
安
然
以
へ
ら
く
、
題
極
め
て
佳
し
、
詞
無
か
る
可
か
ら
ず
」
、
と
。
乃
ち
燭
を
刻
み
共
に
『
漁
燈
児
』
一
套
を
携
へ
ん
と
す
。
漏
下
る
こ
と
三
商
に
し
て
、
巳
に
歌
ふ
可
き
な
り
。
安
然
次
い
で
之
れ
を
成
し
、
聖
鍛
も
又
た
次
い
で
之
れ
を
成
す
。
(
「
渉
北
程
言
」
)
崇
禎
四
年
間
十
一
月
初
五
日
、
・
再
び
数
歩
し
、
鷲
峰
寺
に
至
り
、
栴
檀
像
に
礼
す
。
帰
り
来
る
に
風
甚
だ
腐
し
、
洞
を
治
ひ
寒
を
禦
が
ん
と
す
る
に
、
余
興
未
だ
巳
ま
ざ
る
を
覚
ゆ
。
乃
ち
予
が
初
皮
の
目
、
郊
遊
頗
る
暢
ぴ
し
を
憶
ひ
、
♂
子
字
錦
』
一
套
を
作
る
。
主
ハ
の
事
を
記
さ
ん
と
す
る
に
、
韻
険
に
し
て
調
復
た
淡
、
半
ば
を
成
し
て
即
ち
楊
に
就
く
。
(
向
上
)
五
戯
曲
評
論
彪
佳
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
『
遠
山
堂
劇
品
』
が
一
応
の
完
成
を
見
た
の
は
、
崇
禎
十
三
年
二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
雪
甲
7
0
午
後
、
『
曲
品
』
『
劇
品
』
を
整
し
、
之
れ
を
付
純
し
て
謄
写
す
。
(
「
感
慕
録
」
)
該
書
が
一
朝
一
夕
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
節
ま
で
に
掲
げ
た
日
常
の
観
劇
や
劇
作
家
と
の
交
遊
、
あ
る
い
は
劇
作
な
ど
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
、
戯
曲
に
対
す
る
素
養
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彪
佳
は
評
論
書
の
完
成
以
前
に
も
、
知
友
か
ら
自
作
の
戯
曲
を
示
さ
れ
、
評
定
に
手
を
染
め
て
い
た
。
日
記
に
索
め
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
崇
禎
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
:
柳
白
帆
至
り
、
『
乗
櫨
劇
』
を
出
だ
し
て
予
れ
に
示
す
。
(
「
渉
北
程
言
L
)
崇
禎
五
年
二
月
二
十
四
日
、
・
柳
白
酬
明
主
り
、
二
劇
を
出
だ
し
て
以
て
示
す
。
(
「
桜
北
冗
言
」
)
崇
禎
五
年
三
月
十
四
日
、
・
午
に
至
り
、
方
に
陸
叔
皮
に
就
き
て
談
ぜ
ん
と
思
ふ
。
門
役
云
ふ
、
叔
度
は
隣
家
に
在
り
、
と
。
遂
に
之
れ
を
滋
へ
、
方
め
て
与
に
陳
自
馨
の
新
作
の
劇
を
評
す
。
(
向
上
)
ま
た
実
際
の
観
劇
に
基
づ
い
て
、
簡
略
な
が
ら
も
演
技
の
良
否
、
内
容
に
つ
い
て
の
感
想
を
記
し
た
記
事
も
存
す
る
。
出
崇
禎
五
年
八
月
初
=
一
目
、
即
ち
出
で
て
朱
爾
公
の
招
き
に
赴
く
。
W
陸
生
甫
至
ら
ず
、
朱
侃
南
先
に
去
り
、
独
り
予
れ
呉
五
兄
・
丁
h
v
天
心
と
借
に
『
教
手
劇
』
を
観
る
。
侵
入
甚
だ
佳
し
。
抽
(
「
楼
北
冗
言
」
)
山
肌
僻と
崇
禎
六
年
正
月
十
八
日
、
'
午
後
真
定
会
館
を
出
で
、
呉
倹
蛸
育
・
李
玉
完
・
王
銘
組
・
水
向
若
・
凌
茎
利
・
李
消
磐
・
呉
嘉
一
日
斎
を
地
へ
て
飲
み
、
『
花
怨
賊
記
』
を
観
る
。
記
は
抱
月
白
令
の
作
の
為
り
。
巧
趣
畳
出
し
、
坐
客
解
願
す
。
(
「
役
南
琉
記
L
)
雌
崇
禎
八
年
五
月
二
十
八
日
、
微
雨
、
在
彦
安
酌
を
携
へ
て
相
郁
ひ
飾
る
。
王
百
朋
と
同
に
『
焚
孝
子
記
』
を
観
る
。
優
人
の
搬
演
生
励
に
し
て
、
能
く
観
る
者
を
し
て
梯
を
出
だ
き
し
む
。
(
「
帰
南
快
録
」
)
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崇
禎
十
六
年
九
月
二
十
九
日
、
i
(
張
)
永
年
酌
に
逝
へ
、
『
療
妬
抽
出
』
を
観
る
。
即
ち
(
喬
)
小
背
の
事
な
り
。
但
だ
死
を
以
て
生
と
為
す
の
み
。
(
「
発
未
日
暦
」
)
こ
う
し
た
日
頃
か
ら
の
蓄
積
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
評
論
、
と
り
わ
け
『
遠
山
堂
曲
ロ
叩
』
『
(
以
下
郁
ロ
聞
と
略
称
)
は
、
呂
天
成
の
『
曲
品
』
(
以
下
呂
品
と
略
称
)
の
啓
発
を
受
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
話
。
該
書
の
叙
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
予
れ
素
よ
り
願
供
向
僻
有
り
、
呂
穆
墜
の
『
曲
品
』
を
見
て
会
心
せ
り
。
其
の
ロ
聞
の
及
ぶ
所
の
者
は
、
未
だ
二
百
種
に
満
た
ず
。
予
れ
の
見
し
所
の
新
旧
の
諸
本
は
、
蓋
し
是
れ
に
倍
し
て
且
つ
之
れ
を
過
ぎ
た
り
。
其
の
末
に
喰
評
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
続
四
相
あ
り
た
を
川
出
る
る
な
り
。
乃
ち
更
め
て
之
れ
を
為
り
、
分
か
ち
て
六
ロ
聞
と
為
す
。
郁
ロ
聞
に
収
め
ら
れ
る
四
六
七
種
の
伝
奇
の
う
ち
、
一
三
八
種
が
呂
ロ
聞
と
重
複
す
る
。
な
か
に
は
呂
天
成
の
評
語
を
襲
用
し
て
彪
佳
独
自
の
見
解
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
や
、
旦
口
品
を
裂
い
つ
つ
自
ら
の
評
語
を
連
ね
る
次
の
ご
と
き
も
の
す
ら
存
す
る
。
。
沈
琉
『
博
笑
』
郁
ロ
開
・
逸
品
詞
隠
矧
剖
湖
州
詞
盟
、
矧
刷
H
司
削
川
J
刷
可
喜
・
可
怪
之
割
、
毎
事
演
三
四
折
、
倶
可
制
倒
。
沈
寧
苓
『
博
笑
』
呂
品
・
新
伝
奇
ロ
同
・
上
上
口
問
体
与
『
十
孝
』
類
。
州
判
4
刑
判
叶
判
酬
明
譜
之
、
概
令
人
制
倒
。
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対
到
倒
刷
、
至
此
神
化
極
失
。
。
山
陶
顕
祖
『
紫
箭
』
郁
品
・
叫
出
品
工
藻
鮒
剤
、
不
議
『
三
都
』
『
両
京
』
。
写
女
児
幽
催
、
刻
入
骨
髄
、
字
字
有
軽
紅
撒
縁
。
関
之
不
動
情
者
、
必
世
間
痴
男
子
。
先
生
称
「
馬
金
『
玉
A
J
、
並
其
沈
腿
之
思
、
減
其
機
長
之
累
」
、
然
則
此
曲
有
到
州
処
、
先
生
亦
自
知
之
失
。
吋
倒
淵
到
例
制
J
H
引
叫
司
剛
劇
、
割
高
1
剥
刑
期
1
田
川
捌
刻
、
又
為
部
長
吏
抑
止
、
倒
劇
制
収
而
刑
問
、
然
己
得
四
十
三
的
。
十
郎
塞
上
初
帰
、
会
於
牛
女
之
夕
、
亦
可
作
結
体
、
正
不
忍
見
小
玉
慌
伴
一
段
耳
。
願
知
音
者
返
附
紅
牙
。
湯
梅
若
『
紫
締
』
呂
品
・
新
伝
奇
品
上
上
品
琢
調
制
剤
、
練
白
駒
鹿
。
剛
倒
矧
到
倒
湖
1
叫
サ
叫
刈
叩
矧
剛
山
犯
、
訓
洲
菰
糊
」
調
例
制
J
抑
制
矧
刻
1
倒
羽
川
判
本
刑
制
。
党
心
A
劃
州
、
留
此
清
昭
可
耳
。
こ
の
よ
う
な
呂
品
の
剰
窃
と
も
紛
う
箇
所
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
該
書
が
高
く
評
価
さ
れ
る
由
縁
は
や
は
り
叙
文
の
次
の
言
説
に
拠
る
。
韻
失
は
る
る
も
進
ん
で
其
の
調
を
求
め
、
調
謁
つ
も
進
ん
で
其
の
詞
を
求
め
、
詞
限
し
き
も
又
た
進
ん
で
其
の
事
を
求
む
。
或
い
は
調
の
韻
律
に
合
す
る
有
り
、
或
い
は
詞
の
本
色
に
当
た
る
有
り
、
或
い
は
事
の
風
教
に
関
す
る
有
ら
ば
、
荷
く
も
片
善
の
称
す
可
き
も
の
も
、
亦
た
微
な
れ
ど
も
録
せ
ざ
る
は
無
し
。
故
に
呂
は
厳
を
以
て
し
、
予
れ
は
究
を
以
て
す
。
呂
は
随
を
以
て
し
、
予
れ
は
広
を
以
て
す
。
呂
は
詞
華
を
後
に
し
て
音
律
を
先
に
し
、
予
れ
は
則
ち
音
律
を
賞
で
兼
ね
て
詞
華
を
収
む
。
曲
調
が
韻
律
に
迎
い
、
曲
辞
は
本
色
安
比
]
固
と
し
、
話
柄
が
風
教
に
か
か
る
と
い
う
二
一
点
の
う
ち
、
一
つ
で
も
称
賛
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
採
録
す
る
と
い
う
彪
佳
の
態
度
は
、
専
ら
音
律
を
重
視
し
て
中
正
を
失
う
呂
品
と
の
決
定
的
な
相
違
点
で
あ
る
。
ま
た
郁
品
に
は
「
雑
調
」
な
る
項
目
が
立
て
ら
れ
、
当
時
の
士
大
夫
が
卑
俗
で
あ
る
と
し
て
退
け
た
て
陽
腔
な
ど
の
地
方
土
股
が
四
十
六
種
ほ
ど
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
以
上
の
郁
品
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
越
景
深
・
何
束
憲
・
斉
森
華
・
葉
長
海
・
哀
設
宇
主
長
安
な
ど
の
各
氏
に
よ
っ
て
総
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
瞥
く
措
く
こ
と
に
す
る
。
郁
品
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
や
は
り
時
事
的
な
題
材
を
取
り
上
げ
た
戯
曲
に
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
嘉
精
の
後
半
期
に
権
柄
を
握
っ
た
厳
嵩
に
虐
げ
ら
れ
、
つ
い
に
は
股
斬
に
処
さ
れ
た
沈
練
を
描
い
た
戯
曲
の
品
評
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
沈
公
青
霞
を
伝
へ
し
者
、
叔
考
は
兄
に
『
壁
香
記
』
有
る
を
難
ず
。
初
め
{
昌
商
の
相
ひ
舛
く
を
以
て
、
乃
ち
尽
く
之
れ
を
更
む
。
あ
ら
沈
公
の
浩
気
丹
衷
、
悦
忽
と
し
て
見
は
る
る
が
如
し
、
故
に
叔
考
此
れ
を
作
り
、
亦
た
遂
に
冠
完
薙
容
の
度
有
り
。
(
『
忠
孝
』
、
能
品
、
史
襲
)
是
の
記
は
逆
瑞
乱
政
の
時
に
成
る
、
一
に
沈
青
霞
に
借
り
て
以
て
世
の
背
霞
為
ら
ざ
る
こ
と
を
塊
ず
者
な
り
。
(
『
犀
軸
』
、
能
品
、
闘
名
)
『
犀
軸
記
』
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
観
て
感
銘
を
受
け
た
と
の
記
事
が
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
四
年
十
一
月
十
四
日
、
・
予
れ
方
に
危
坐
し
て
『
犀
軸
記
』
を
閲
す
。
沈
公
青
設
の
事
に
感
ず
る
有
り
。
(
「
渉
北
程
言
」
)
ま
た
天
啓
年
間
に
専
横
を
恋
に
し
、
東
林
党
を
排
撃
し
た
貌
忠
賢
ら
悶
党
の
禍
を
描
い
た
戯
曲
と
し
て
、
『
広
愛
書
』
『
泰
宮
鋭
』
『
請
剣
記
』
『
不
丈
夫
』
『
沫
山
記
』
『
喜
逢
春
』
『
磨
忠
記
』
『
嶋
菟
記
』
『
菟
符
記
』
『
過
限
浮
雲
』
な
ど
を
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
品
評
も
次
の
ご
削
と
く
で
あ
る
。
恥
尽
く
朝
政
を
組
織
せ
ざ
る
も
、
惟
だ
空
中
を
以
て
点
綴
す
。
諮
付
浪
の
処
は
怒
罵
よ
り
も
甚
だ
し
。
僅
・
貌
を
伝
へ
し
者
の
、
普
抽
く
実
を
探
ふ
も
の
『
消
涼
扇
』
に
過
ぐ
る
は
無
し
、
菩
く
虚
を
市
防と
用
ふ
る
も
の
『
広
愛
書
』
に
過
ぐ
る
は
無
し
。
釧
(
『
広
愛
書
』
、
逸
品
、
三
呉
底
士
)
背
此
の
記
は
綜
奴
す
る
こ
と
詳
明
に
し
て
、
事
は
皆
な
実
録
な
り
。
門口の
妖
婦
・
逆
瑞
の
罪
状
は
、
十
部
の
梨
固
有
り
て
歌
舞
せ
し
む
る
雌
も
尽
く
す
能
は
ざ
る
者
な
り
。
之
れ
を
寸
老
片
格
の
中
に
制
め
叫
ん
と
せ
ば
、
此
れ
を
以
て
一
代
の
愛
書
と
作
す
も
可
な
り
。
宣
に
止
だ
音
調
の
内
に
在
り
て
生
活
せ
ん
や
。
(
『
清
涼
扇
』
、
能
品
、
玉
応
逃
)
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明
末
の
松
江
府
で
は
歌
謡
詞
曲
に
よ
る
人
物
月
旦
が
践
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彪
佳
の
時
事
劇
評
価
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
当
時
の
風
潮
に
起
因
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
彪
佳
は
思
想
史
上
、
東
林
派
人
土
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
悶
党
批
判
の
戯
曲
に
共
鳴
し
、
快
哉
を
叫
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
郁
品
の
価
値
は
時
事
的
な
戯
曲
の
品
評
に
の
み
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
品
評
が
加
え
ら
れ
た
最
大
の
要
因
は
、
や
は
り
明
消
鼎
革
期
を
目
前
に
し
た
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
風
教
の
効
果
を
有
し
、
同
時
に
官
界
の
腐
敗
を
発
い
て
沈
練
や
東
林
党
の
不
過
を
代
弁
し
た
作
品
に
、
土
大
夫
と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
興
組
を
覚
え
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
~ 
/、
結
語
以
上
に
は
専
ら
戯
曲
に
関
す
る
事
の
み
を
取
り
上
げ
た
け
れ
ど
も
、
彪
佳
は
文
字
と
お
り
明
末
に
生
き
、
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
た
士
大
夫
で
あ
り
、
戯
曲
が
彼
の
人
生
の
全
て
で
な
い
こ
と
は
=
=
百
一
も
な
い
勺
@
一
士
大
夫
と
し
て
の
彼
の
消
息
を
日
記
に
徴
す
る
な
ら
ば
、
崇
禎
十
四
年
(
三
一
六
四
二
、
河
南
が
大
早
に
襲
わ
れ
た
時
に
は
餓
民
の
賑
協
に
心
を
砕
い
て
「
救
荒
小
議
」
を
草
し
、
崇
禎
十
六
年
(
一
六
四
三
)
に
か
け
て
古
今
の
「
救
荒
」
の
番
(
『
郁
忠
恵
公
遺
集
』
巻
五
「
救
荒
全
書
小
序
」
)
を
輯
め
た
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
崇
禎
十
七
年
三
月
二
十
九
日
の
記
事
に
は
、
崇
禎
帝
白
総
と
い
う
時
勢
2
急
転
の
報
に
接
し
て
、
ロ
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
予
れ
西
北
の
市
中
決
裂
し
て
此
に
至
り
、
君
父
の
麦
、
臣
子
の
説
、
宣
に
能
く
安
ん
ぜ
ん
と
以
へ
リ
。
(
『
甲
申
日
暦
』
)
ま
た
福
王
政
権
下
で
蘇
松
安
撫
使
に
任
じ
、
鎖
江
府
京
口
に
駐
し
て
軍
総
を
集
め
事
の
緩
急
に
備
、
え
た
と
い
う
史
実
な
ど
は
、
彼
が
時
勢
を
察
知
す
る
能
力
を
有
し
た
極
め
て
有
能
な
士
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
顕
著
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
士
大
夫
と
し
て
の
十
全
の
責
務
を
呆
し
な
が
ら
も
、
彼
の
生
活
に
お
い
て
戯
曲
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
ま
で
に
総
説
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
友
人
と
澗
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
戯
曲
を
観
、
家
庭
内
で
の
遊
興
、
ま
た
母
親
の
長
寿
に
献
ず
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
饗
神
酬
神
の
た
め
に
戯
曲
を
上
演
し
、
そ
の
観
客
の
一
員
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
演
目
に
忠
孝
・
節
義
・
功
名
類
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
は
彼
の
思
怨
と
彼
が
生
き
た
時
代
と
を
反
映
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
弘
光
元
年
内
「
乙
酋
日
暦
」
に
は
、
北
京
が
陥
落
し
南
都
に
清
箪
が
迫
っ
た
時
で
さ
、
λ
も
、
彼
の
家
に
は
友
人
が
集
い
、
観
劇
に
興
じ
て
い
た
と
い
う
記
事
が
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
私
的
な
場
で
の
戯
曲
上
演
は
や
は
り
脱
俗
・
消
遣
の
志
向
に
畑
山
差
し
た
純
枠
な
娯
楽
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
『
全
節
記
』
は
死
に
先
立
つ
こ
と
十
四
年
の
作
で
は
あ
る
け
あ
た
か
も
死
を
覚
悟
し
た
か
の
ご
と
き
言
説
れ
ど
も
、
漢
朝
に
対
し
て
忠
節
を
尽
く
し
た
蘇
武
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
消
軍
に
屈
す
る
こ
と
な
く
死
節
を
全
う
し
た
彼
の
最
期
を
充
分
に
予
測
せ
し
め
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
戯
曲
評
論
に
貌
忠
賢
の
専
横
に
憤
激
し
、
厳
嵩
父
子
に
虐
遇
さ
れ
た
沈
背
霞
を
推
称
す
る
評
請
を
書
き
と
と
め
て
い
る
こ
と
も
、
尽
忠
持
節
の
士
な
ら
で
は
の
言
説
と
し
て
首
肯
す
る
に
足
る
事
柄
で
あ
る
。
劇
作
や
評
論
者
に
関
し
て
は
、
彪
佳
の
戯
曲
観
、
す
な
わ
ち
教
化
の
効
用
を
も
重
ん
じ
た
こ
と
、
戯
曲
制
作
を
士
大
夫
が
不
遇
の
情
を
吐
露
し
得
る
場
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
戯
曲
に
よ
る
教
化
は
前
掲
の
ご
と
く
丘
治
や
王
陽
明
、
陶
爽
齢
な
ど
の
明
代
の
文
人
に
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
、
当
時
の
時
代
精
神
と
言
え
よ
う
し
、
不
遇
の
感
慨
を
文
学
作
品
に
託
す
る
こ
と
も
中
国
の
文
人
に
通
底
す
る
創
作
理
念
で
あ
る
。
彪
佳
が
戯
曲
の
制
作
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
不
過
を
寄
せ
な
が
ら
風
教
を
企
図
し
、
評
論
に
お
い
て
士
大
夫
の
不
過
を
描
き
風
教
の
効
用
を
も
っ
時
事
的
な
戯
曲
を
殊
更
に
推
称
し
た
の
は
、
や
は
り
当
時
の
醜
悪
な
社
会
状
況
が
彼
の
意
識
に
影
射
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
『
全
節
記
』
で
は
蘇
武
の
全
節
を
推
称
し
、
評
論
で
は
貌
忠
賢
や
厳
嵩
ら
の
暴
虐
を
描
い
た
戯
曲
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
一
代
を
通
じ
て
士
大
夫
が
戯
曲
を
愛
好
し
、
と
り
わ
け
万
暦
年
間
に
お
い
て
空
前
の
盛
況
を
呈
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
余
響
を
蒙
る
天
啓
・
崇
禎
年
間
に
あ
っ
て
も
、
戯
曲
が
彼
ら
の
生
活
に
浸
透
し
、
密
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
常
生
活
に
お
け
る
戯
曲
の
浸
透
は
、
あ
る
い
は
当
時
の
士
大
夫
に
普
遍
的
な
事
柄
で
は
な
か
っ
た
か
。
南
戯
の
作
者
に
は
多
く
の
士
大
夫
が
名
を
連
ね
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
特
殊
な
状
況
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
の
な
か
で
戯
曲
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、
彼
ら
に
戯
曲
の
制
作
に
専
心
さ
せ
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彪
佳
が
戯
曲
の
実
作
や
評
論
を
有
し
、
そ
こ
に
民
衆
の
教
化
や
、
為
政
者
へ
の
誠
刺
を
託
し
て
い
る
こ
と
は
閑
却
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
彼
の
生
き
た
時
代
が
然
ら
し
め
削
た
も
の
で
あ
る
。
文
人
趣
味
を
基
盤
と
す
る
私
人
と
し
て
の
娯
楽
で
恥
あ
れ
、
時
代
精
神
を
反
映
し
、
経
世
意
識
に
基
づ
く
公
人
と
し
て
の
(
思
想
の
発
露
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
彪
佳
と
戯
曲
と
が
不
可
分
の
糊
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
侠
た
な
い
。
日
比
実
作
の
有
無
は
と
も
あ
れ
、
明
代
土
大
夫
が
概
し
て
戯
曲
に
沈
潜
生
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
彪
佳
の
日
記
か
ら
点
描
で
聞
き
る
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
は
、
設
し
彼
に
の
み
特
別
な
事
柄
で
は
決
制
し
て
な
く
、
当
時
の
士
大
夫
の
日
常
生
活
の
一
つ
の
典
型
を
示
す
も
聞
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
W
A
V
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土注
司
郁
忠
敏
公
日
記
』
町
底
本
は
北
京
図
書
館
蔵
『
柿
彪
佳
文
杭
』
所
収
の
抄
本
(
番
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
二
)
を
用
い
、
明
ら
か
に
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
中
華
民
国
二
十
六
年
八
月
紹
興
県
修
志
委
貝
全
校
刊
本
(
杭
州
古
旧
替
庖
復
制
、
一
九
八
二
)
に
拠
っ
て
正
し
た
。
尚
.
彪
佳
の
事
蹴
に
つ
い
て
は
王
思
任
撰
「
郁
忠
敏
公
年
譜
」
を
参
照
し
た
。
ま
た
日
記
に
見
え
る
観
劇
等
町
記
事
的
全
貌
、
及
び
本
稿
に
掲
げ
た
戯
曲
町
本
事
や
人
名
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
耐
忠
敏
公
日
記
』
に
見
、
え
る
観
測
記
事
」
(
『
広
島
文
教
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
七
梨
、
一
九
九
二
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
2
)
本
稿
で
は
ム
口
問
国
立
中
央
図
卦
館
蔵
崇
禎
問
問
本
を
用
い
た
。
王
利
器
料
録
竺
古
川
市
三
代
議
投
小
説
峨
山
史
料
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
ご
二
六
八
頁
所
収
の
も
の
と
は
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
(
3
)
忠
孝
類
は
「
八
義
記
・
焚
辛
子
記
回
数
子
記
・
九
錫
記
・
空
函
記
・
牧
羊
記
琵
琶
記
・
干
祥
記
・
四
元
記
・
望
雲
記
・
五
福
記
宵
光
記
一
体
雪
記
」
を
、
節
義
矧
は
「
麟
麟
記
・
桃
符
記
・
投
出
世
記
」
を
、
風
情
類
は
「
拝
月
苧
・
銀
釧
記
目
春
蕉
記
・
宮
花
記
・
地
図
記
・
合
紗
記
・
荷
花
砂
記
拍
梨
花
記
紅
併
記
紅
葉
記
・
花
盛
版
記
・
画
中
人
記
・
涜
紗
記
純
叙
記
江
天
幕
古
金
世
記
・
鰐
鴻
記
・
荊
奴
記
卒
丹
記
・
療
知
奨
-
間
叙
記
-Mm
抱
記
目
柑
V
蕊
記
目
明
珠
記
・
自
丹
帝
記
目
弄
昧
桜
記
・
獅
肌
記
・
右
府
花
記
・
双
珠
記
-
抑
制
扇
記
・
眼
柾
記
・
望
湖
記
・
西
桂
記
・
同
筆
記
・
香
誕
記
目
鮒
補
記
・
衣
珠
記
・
呉
市
V
記
銀
牌
記
水
団
円
・
玉
ム
ロ
記
・
惣
脅
枠
記
珍
珠
杉
記
紫
叙
記
」
を
、
豪
快
矧
は
「
百
花
記
・
紅
払
記
・
紅
糸
記
・
局
陵
道
記
・
現
相
記
現
忠
記
水
協
記
」
を
、
功
名
制
は
?
目
見
記
・
百
順
記
目
宝
剣
記
・
線
楼
記
・
翠
関
山
記
・
羽
衣
記
・
金
印
記
・
迎
環
記
・
千
金
記
・
組
塔
記
・
五
位
記
玉
麟
記
・
祝
回
世
記
L
を
、
仙
仏
知
は
「
京
城
拶
記
・
在
帖
記
・
摩
尼
珠
記
・
目
迎
記
・
南
何
記
一
丈
銭
記
」
を
指
し
、
既
逸
で
情
節
不
詳
の
も
の
は
「
白
梅
記
・
半
斑
雑
劇
・
鞭
出
，
記
・
彩
謹
半
記
・
廻
文
記
龍
珠
記
・
梅
花
記
・
秋
術
記
・
鵠
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附
記
双
串
記
・
現
飛
紳
記
万
#
記
・
帯
雨
康
劇
西
梅
記
・
孝
悌
記
・
雄
弁
記
・
繍
仏
附
記
・
続
出
記
・
玉
金
記
」
で
あ
る
。
(
4
)
越
山
林
氏
「
岨
明
文
人
戯
曲
生
活
的
記
録
1
1読
『
快
雪
堂
日
記
』
」
(
『
戯
刺
芸
術
』
第
三
則
、
一
九
八
七
)
に
鴻
夢
棋
の
日
記
に
見
え
る
彼
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
が
取
り
上
げ
句
れ
て
い
る
。
(
5
)
田
仲
一
成
氏
「
十
五
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
円
安
討
に
つ
い
て
(
四
)
」
{
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
一
冊
、
一
九
七
七
)
四
三
頁
i
五
O
Eに
鴻
夢
棋
を
含
む
明
末
文
人
の
悦
劇
的
記
録
が
分
航
さ
れ
る
。
『
中
国
祭
肥
淡
劇
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
ム
官
、
一
九
八
一
)
三
五
六
頁
i
三
六
五
頁
に
も
収
む
。
(
6
)
前
拍
注
(
5
)
田
仲
氏
論
文
五
一
買
、
著
書
三
六
六
頁
。
(
7
)
民
変
兵
変
に
つ
い
て
は
問
中
正
俊
氏
「
民
変
・
抗
租
奴
変
」
(
『
世
界
の
歴
史
』
口
「
ゆ
ら
〈
中
華
帝
国
」
筑
摩
書
房
一
九
六
二
、
古
口
組
矩
夫
氏
「
明
代
町
農
民
反
乱
」
(
『
世
界
歴
史
』
ロ
「
果
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開
H
h
岩
波
書
脂
、
一
九
七
こ
な
ど
に
詳
し
い
。
(
8
)
治
生
堂
町
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
寺
田
隆
信
氏
「
紹
興
郁
氏
的
『
治
生
堂
』
に
つ
い
て
」
へ
『
東
方
学
会
創
立
四
十
周
年
記
急
東
方
学
論
集
へ
一
九
八
七
)
に
詳
し
い
。
(
9
)
鄭
振
鐸
「
欧
脈
望
館
紗
校
本
古
今
雑
劇
」
(
『
西
諦
詩
話
』
、
生
活
・
説
書
・
新
知
三
聯
書
宿
、
一
九
八
三
、
ま
た
『
邸
振
鐸
古
典
文
学
論
文
集
¥
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
)
。
(
叩
)
張
岱
『
榔
損
文
集
』
巻
六
「
祭
郁
文
松
文
」
に
守
即
諸
小
事
言
之
、
棋
為
国
手
、
独
歩
江
南
、
市
留
心
字
芸
、
株
戯
詞
塩
、
教
習
梨
園
、
有
者
使
教
師
所
不
官
経
見
者
」
と
い
う
。
(
日
)
主
陽
明
は
「
今
喪
民
俗
反
朴
遊
淳
、
取
今
之
蹴
子
、
将
妖
淫
問
調
倶
去
了
、
只
取
忠
臣
孝
子
故
事
、
使
由
俗
百
姓
、
人
人
易
脱
、
無
意
中
感
激
他
良
知
起
末
、
間
叩
於
風
化
有
益
、
然
後
古
楽
漸
次
可
復
失
」
(
『
伝
習
録
』
巷
下
)
と
雷
い
、
陶
興
齢
は
「
『
渡
挑
』
『
迎
帯
』
等
刷
、
視
之
尤
能
令
人
知
因
栄
応
報
秋
屯
不
拠
、
殺
盗
控
宴
、
不
党
由
化
、
而
好
生
山
市
普
之
念
、
油
然
生
失
」
(
『
小
柴
桑
晴
晴
録
』
巻
上
)
と
章
つ
。
(
ロ
)
尚
、
日
記
に
記
紋
さ
れ
る
戯
曲
が
概
ね
伝
奇
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
『
遠
山
堂
曲
目
問
』
を
中
心
に
論
ず
る
も
の
と
す
る
。
(
日
)
越
景
深
氏
「
時
論
郁
彪
佳
曲
品
劇
品
」
(
『
古
代
文
学
理
論
研
究
設
刊
』
第
三
綿
、
一
九
λ
ご
、
何
東
憲
氏
「
祁
彪
佳
和
遠
山
主
曲
品
劇
品
」
(
『
戯
山
研
究
』
第
十
二
船
、
一
九
八
四
)
、
斉
森
恭
氏
「
『
遠
山
盆
山
口
問
劇
回
開
』
臆
説
」
(
『
山
論
探
勝
』
喝
事
京
師
純
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
)
、
楽
長
海
氏
「
柿
彪
佳
二
品
」
(
『
中
国
戯
劇
学
史
柄
』
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
)
、
京
浪
宇
・
劉
明
今
氏
「
耐
彪
佳
」
(
『
明
代
文
学
批
評
史
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
ご
、
王
長
安
氏
「
迫
求
高
尚
的
戯
劇
ロ
阿
倍
1
1
1郁
彪
佳
的
戯
劇
観
」
(
『
戯
曲
研
究
』
第
四
十
二
料
、
一
九
九
-
一
)
。
(
は
)
串
本
美
緒
氏
「
明
末
消
初
内
地
方
社
会
と
『
世
論
』
|
|
松
江
府
を
中
心
と
す
る
紫
描
|
|
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
八
七
年
十
月
増
刊
号
)
に
指
摘
さ
れ
る
。
尚
、
何
良
俊
『
四
友
斎
披
説
』
巻
十
八
に
は
「
松
江
旧
俗
相
沿
、
凡
府
県
官
一
有
不
普
、
川
里
巷
中
慨
有
歌
話
或
対
嶋
、
頗
能
破
的
」
と
、
活
様
『
雲
間
拠
目
抄
』
巻
二
に
は
「
歌
話
詞
曲
、
自
古
有
之
。
惟
吾
松
近
年
特
甚
、
凡
朋
抗
措
誠
及
府
県
士
夫
挙
措
、
梢
有
括
張
、
即
綴
成
歌
話
之
類
、
伝
播
人
口
」
と
あ
る
。
(
日
)
耐
彪
佳
の
「
遺
言
」
(
司
郁
彪
佳
柴
』
、
中
華
番
局
、
一
九
六
O
、
二
一
一
一
頁
)
に
は
「
時
事
至
此
、
論
臣
子
大
義
、
自
応
一
死
」
と
言
い
、
社
春
生
輯
「
泣
事
」
(
同
上
、
二
四
六
頁
)
に
は
「
彪
佳
昌
言
於
朝
日
、
乗
君
主
変
速
化
、
非
臣
子
心
所
安
」
と
言
、
っ
。
(
凶
)
『
甫
明
野
史
』
巻
上
「
安
宗
皐
帝
紀
」
に
「
初
、
加
彪
佳
撫
呉
、
裕
軍
儲
八
万
、
以
二
万
充
(
史
)
可
法
軍
備
、
而
貯
六
万
於
京
口
庫
中
」
と
あ
る
。
